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I.本 稿の概要

 はじめに、行動記号論 というテーマを考える

ようになった経緯およびその研究方法をめぐっ

て、簡単に述べ る。

行動科学と情報社会

 1950年代か ら60年代にかけて、私がUCLA

に留学 していた頃、行動科学 はアメリカ経営学

に大 きなインパク トを与え、将来多 くを期待 さ

れていた。だが、その後、目ざま しい発展 は遂

に見 られなか った。特にオイル ・ショック以降

は、日本 にあっても、経営学、企業 の実践活動

の両面において、行動科学のインパク トは縮少

の一途をたどった。

 そこで、その理由を推察するに、いろいろの

要因があると思われるが、決定的 なの は,行動

科学の基盤部分が"人 類史的な時代の転換"と

いう地殻変動に対応できなかったところにある、

と判断す る。情報社会のキーワー ドは、多様性 ・

同時性 ・選択性にある、と言われる。

 私は、この様 な情報社会に向けて行動科学は

どうあるべきか、 という問題意識 の下に模索を

続けてきた。だが答がみっか らないどころか、

より根本的な疑問にぶっかって しまつた。っま

り、 「自然科学で実績を示 した、西洋流の現代

科学の方法が、果 してそのま ㌧の形で人間研究

にも適合できるのか」 と。

新 しい知見と行動研究

 その疑問はひとまずお くとして、西洋思想の

最先端を行 く<シ ステム論〉は、今日、次 の様

な課題 と取 り組んでいる。

 (1)主一客の統合、(2>全体性、(3)階層性、(4)自

己組織化、(5)モデルと現実(仮 構 と実在)

 これ らの課題に対 して、〈記号論〉は有益な
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ヒントを提供している。すなわち、記号論にお

ける「統辞的関係」、「範列的関係」という「コー

ド」によって「意味」を生成存立させる「構成

方法」は、「全体性」、「階層性」、「自己組織化」

などと深く関わる。また、「記号とその使用主

体」、「指示対象と意味」は「主一審の統合」、

「モデルと現実」、の問題に関連する。

 一方、（1）人格行動、（2）集団行動、（3）体制行動

を、（1）記号素、（2）記号、（3）記号集合、という各

階層によって記録・伝達される「意味情報」の

生成発展という形で関係づけることができる。

また、「行動の記号化」を通して、行動研究の

最も基本的な単位として「役割行動」を据え、

これとの関係で、「反応行動」や「動機行動」、

「制度行動」などをシミュレーションすること

もできる。

 また、生物学の自己組織化における「ゆらぎ」

や「引き込み」現象、数学におけるフラクタル

現象といわれる「自己相似形」など、他分野に

おいても、従来には存在しなかった全く新しい

概念なども、これからの行動研究には欠くこと

ができない。一

 そこで、「行動記号論」の具体的な方法とし

ては、システム論を軸に、経営学のバーナード、

社会学のパーソンズ、記号学のソジョール、そ

の他西洋で開発された重要な思想や分析概念を、

東洋思想の記号表現として完成されたまんだら

図の中に組み込み、「判断と行動の意味図式」

という祖型を作成し、これを「コード」として、

人間行動の統合的研究を行な、い、また絶えずこ
                 ループ
の祖型に戻っていく、という“知識の環”を形

成していくのが、行動記号論の発想である。

 とはいえ、異分野の諸概念の統合をはかり、

実用に耐えうるものに定式化し、これを使って

社会・人間的事象の解明と乗り越えを行うとい

うのは、容易ではない。取りあえず本稿では、

「判断と行動の意味図式」のラフな形を提示し、

併せて既存の重要な概念図を整理して表示し、

次稿における本格的な論議のための準備作業と

する。

行動記号論の方法論

 ここで先の疑問点に戻る。すなわち、もとも

と砂漠の風土から発達した西洋の科学の方法論

で、“生身の人間のまるごとを、あるがま㌧に”

問題として正しく扱うことができるのかという

疑問である。私の答は、半分まではできるが、

それ以上はできない、というものである。残り

の半分は、東洋の「“行”の精神とその実践」

で補完されなければ、人間研究は完成しない、

というのが私の信念である・

 つまり、対象を徹底的に対象化して、明晰な

言語によって理解に到達しようとする西洋の基

本姿勢と、対象と徹底的に一体化して・身体に

よって了解に到達しようとする東洋の基本姿勢

の両方が、合体統合されてはじめて、人間の真

の実在が、その真の姿を人間に対して、表して

くれるものと確信する。
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＝1．意味図式                 25．80年代を生きる日本人へのメッセージ ＝

   0．本稿のコード             26．文盲とは            1

    ユ．知識的意味図式            27．成熟社会の椙狽         1

    2．判断意味図式            28．家庭基盤に関する基本的考え方   1

    3．行動意味図式              29．まんだらの位置          ；
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                          31．正法眼蔵現成公案         ≡

i2．実践的側面                                  1

j （1）個人と集団             3．理論的側面             1

≡   5．［コ氏の認知読取りシート      （1）社会科学              ≡

1  6．認知読取り演習の進め方         32．社会システムの構造と変化     1

j  7．認識と記号              33．社会システム論          1

1  8．認識ギャップ調整ワークシート     （2）記号学              1

1  9．意思決定場面における機能的役割行    34．文化のフェティシズム       1

；動   35．記号論への招待  ＝；  10．役割行動読取りシート         36．人間の情報処理          1
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’  12．フィードバック実習の進め方      （3）情報・制御・システム       ＝

1  13．自己像の解明ワークシート       38．ホロンによる自己組織化      ；

1  14．自己育成の進め方           39．フィードフォワードの4つの種類  j

1  15．多人数教育における行動科学的試行    40．影響力と権限           1

1 （2）集団と組織               41．新しい人間科学の立場       1

＝  16．経営・組織体質強化への組織開発ア    42．大脳半球間相互作用の方式     ；

1    ブローチ               43．人間行動の階層構造        1

1  17．職場情況の解明図式          44．情報代謝の経路         1

＝  18．職場情況の解明ワークシート      45．認識とパタン          ’

1  19．日本の会社および地方銀行の支店情    46．システムの新しいかたち、フラクタ l

1    況パタン分布                ルについて            l

1  20．職場診断構造機能マトリックス     （4）生命科学              ；

’  21．職場情況解明のためのアンケート    47．生命現象のダイナミズムー1   ’

；  22．職場の体質強化の方法         48．     〃     ＿2   1

1  23．B支店の職場情況の解明事例       49．脳の分業体制           ；

：  24．営業店管理者通信講座例         50．こころの量子論一1       i

＝ （3）社会と個人               51．   〃   一2       1
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④文化システム（様相） ⑤文化制度（型の維持） ⑥社会ヲミュニティ（内部統合）

法則記号 象徴記号《刺激》 論 証

必然か

ｻ存在か

ﾂ能か

偶然か

�ｶ在か

s可能か

▲（提楡）一言語表現

i換口爺）一記号伝達

i隠楡）一信号作用

義務か 免除か

桝Rか 回避か

哩ﾂか 禁止か

@ ・ 1

③生体システム（関係） ⑨経済制度（環境適応） ⑦政治制度（目標達成）
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1
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 行動記号論のデサイニング
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一図4 意味図式の意味’一
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認知読取り演習の進め方一一一一一一

！1）X氏あ認知読取りワークシートの書き込み

①「認知読取りワークシート」を各人にわたす。

②X氏を決める。

③全員がタイトルの空欄を書き込む。

④X氏は自分の思っているとおりを書き込む。

⑤他の人は，X氏が書き込むことを推察して書き込む。

  従って，＜私＞とか＜自分＞は，＜X氏＞のことで，＜他者＞とは，X氏にとっての

  他者，つまり＜われわれ＞をさす。

（注）

 O＜価値観＞，＜自己像＞，＜経験則＞は，たいへん幅広いが，“この情況’’に関係の深

  い側面に焦点をあてて書き込む。

 01枠には，主なものを2項目以内にしぼって書き込む。

（2）X氏の認知読取りワークシートの判定

  判定は，1人が続けて全部やるのではなく，＜目的＞の項を全員がやり，次に＜義務感＞

  に移る，という順序で進める。

  ①X氏の右隣B氏が，自分の書き込んだ「文」を読みあげる。

  ②X氏が「判定」を言い，B氏は「記号」を書き込む。

  ③C氏，D氏，・・・…と続ける。

  ④F氏まですんだら，X氏は自分が書き込んだ「文」を読みあげる（判定に疑問があっ

    っても，ここでは質問しない）。

  ⑤次の項に移って，再びB氏から始める。

  ⑥全部が終った時点で，判定についての疑問があれば，X氏に質問する。

状    態 判  定 記号
①ほとんど一致 「大当たり」 ◎

両 方 が
②わりと似ている 「中当たり」 ◎

③そう思う 「小当たり」 ○
違っているが，

ﾇまれた内容に

ﾎしてX氏は

④ややそう思う 「まあまあ」 △

⑤そう思わない 「は ず れ」 ×

⑥わからない 「何ともいえない」 ？



他者への心情

他者に対する親しみ，偏見，好き嫌いなどの気持。

物事に対する期待，信念，不安などの気持。 ←一一一 ｡＞

図7 認識と記号

令

  自己への期待

 この情況で，自分白身     く．一
のためにこうしよう。
               一一→＞

（論証）

諭理判断

 ばず        情報空間

渋

（象徴記号）

  記号

 主題
何のために

⑥
   他者からの期待
 この備況で，他者は私に“こうし
 てほしい｝と思っているだろう。そ
して私は他者のためにそうしてやらな

くてはいけない。

言語的

判断

（法則記号）

 この情況で，他者は私の

ためにこうしてくれるだろう。

（個物記号）

 主語
言佳カざ， イ百カざ

物事というものは、こういう情況では

こうなるものだ。

O×0
ムウ

  役割判断
いけない，べき，よい

   幕場的情況

この情況はこう皿こう
なるだろう。

記号）

    ’献1：幸：

になる ゼ
σ

①
      自己像
  私はこんな能力をもった，こ

 んな性格の人間だ。

映像的
判断

 （性質記号）

 記号表現
 事実判断
がある，である

   （写像記号）

 記号内容（表示義）

   ネ甫言吾， 目白勺言吾

いつ，どこで，誰に，何を

回11
     目  的

この情況で，こんな事を実現したい。

  （命題）

記号内容（共示義）

   述語
    する

l／

   価値観
人間はこう行動すべきはずだ。

．物事はこうあるべきはずだ。

（名辞）

価値判断

 べき

1988．5．12．by Choko KAM1TA
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④
  情 報
  双方，同じ情報に
  接しているか。

＼ Aノコ        ■
@      ；    方  法

@どんな手順，戦術，戦略
�ﾆるべきだと考えるか。

4

例 パ
11㌻＼

／

一図8 認識ギャップ調 ワークシー 一・

令
 認、知
情報の解釈の仕方

にちがいはないか。

か

言語的

判断 囮

 文 脈
文脈の取り違いはないか。

今どんな俳質のギャップか。

毎ギャップの背後に、どんな

 要1列が関係しているか。

 役 割
それぞれの役割によって

大きな影響を受けていないか。

斗．実

どんな事を問題と考えるか。

どんな事を事実と考えるか。

映像的
判断

ま与 ，画 音衛 うナ

相異部分 相異部分

①

“情

感情や北人観によって大きな

影響を受けていないか。

一1
 一ウ

 目 標
どんな緋果が櫟ましいと

考えるか。

↑

。ロロ
・メロワ

レ

 ＼  8

∴
・l／（
 価 値
何に価値をおくべきだと

考えるか。

雰

＜＝←一一一

→

1988．5．12．by Choko KAMlTA



一一一一 }9 意思決定場面における機能的役割行動一一…一一一

◇

＜暴猪＞

回

新妻芦

◇奉呵断主張の相違点

㌻
統合

囮  囚
判断主張

の要約・

①
関連情報

緯篤の

①

葵  〃  雰囲気  ブくワ

1甑
昇

1田
1醤
呂

1988．5．12．by Choko KAMlTA
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ー一一 }10集団意思決定場面における機能的役割行動読取リシート…一一一一一一…一…＼

機能 記号 行       動 全体 私 計 算

囮 判断主張を要約し、明確化をはかる。

① 関連情報を求める。

o 判断主張を表明する。

令 判断主張の相異点を明らかにし、統合をはかる。

囚 態度決定を表明する。

％ ％

① 集団の雰囲気づくりに働きかける。

② 討議の進め方について述べる。

令 集団の達成水準を高めるために働きかける。

囚 集団としての懸崖決定を確かめる。

⑤ 相手に安心感を与えるために働きかける。

⑥ 発言力のバランスをとるために働きかける。

％ ％

1 集団の努力に水をさす。

2 でしゃばる。他人の発言の途中で割り込む。

3 言いわけ。ピントはずれ。冗長。

4 なかなか発言しない。

5 意見の固執。

6 感情的な発言。

％ ％総計

行動型分布率表

グループ

％

④型 行 動

◎型 行 動

◎型 行 動



1．

一一一一一一…一一一一一・ }11

嘉味田 朝功

概念明確化テスト・例一一一一一一

お．互いの意思疎通の過程で、特に大切なことは

 迅速に結論を出すように努力すること。

 お互いの間の緊張を避けること。

 お互いの考えや言葉の内容に筋を通すこと。

 お互いの間に起る感情の相互作用に目を向けること。

個
人

グ

ル

i  正
プ   解

29

2．人が伝えようとするメッセージは、一∫・つう2つの要素がある。それは

  伝えようとする内容と、その底にある感情や態度である。

  仕事．ヒのことと、私生活上のことである。

  事実と、それに対する自分の意見である。

  一事実と、それに対する参考資料である。

3．意志の疎通は

すべて言葉によって行なわれる。

 茱以外に、文書や記号によって行なわれる。

、…葉以外に、表情、身ぶり、目くばりなどによっても行なわれる。

沈黙によって行なわれる。

∵
∵
∵
∴
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一図12

行動記号論のデサイニング

7イードバック実習の進め方一・一一

（1）

（2）

相互行為の手順

①他者の特徴と思うことを1人につき2点づつ（1枚のラベルに

  1点ずつ）書く。

②右隣の人がラベルを＜読みあげる＞

③実習役（受信者）が＜FBする＞          ．
                                   ／フベル
④送！）役（発信者）が＜判定する＞

  ／「ハイ・の場合→送り手が次へ交替       自、分の名目、i
  ／「イイエ」の場合→再度②③④

⑤再度「イイエ」の場合→送り役は「真意」をかみくだいて＜話してきかす＞

⑥実習役は話された言葉どうりに＜繰り返す＞   こ…っぞ．、
⑦釧役の・一／，そうです」で終る。  妄1戦

                          つっ   、

                     ＿ く鳶’l1・ 芋
フィードバック応答の形式          “

  「つまり私は（あるいは私の何々が）……ということですね」

／「ハイ・そうです」

／・イイエ，／違います」

      工少し違います」

（3）注意事項

  ○雑音を入れずに淡々と

   ・実習役は「そうだ」とが「そうでない」とか「前と同じですね」とかいっさい言わない。

   ・送り役は「失礼ですが」とか「前と同じ」とかいっさい言わない。

  ・FBは匝薮］

   具体場面を想定して，特徴をありありと描写してみる。

     こんな時，こうする傾向がある

   例， 「協調性がある」←「つまり私は，

               反論に出会うと，自分の意見を引込めて，簡単にみんなの

               意見に同調する傾向がある，

              ということですね。」



一図13

嘉味田 朝功

自己像の解明ワークシートー…

31

自我像点検表
自我像 代表者 決 定

1 いつも誰とでも誠実に接する。

2 自分で心を決め容易に変えないことが多い。

3 ものごとを片づけるのに，誰かにしりを叩いてもらう必要を感ずる。

4 決断を’下す責任をすすんで引き受ける。

5 はっきりと援胆力を請われると，いちだんと成果をあげる。

6 社会で認められた価値や基準はたいがい受け容れる。

7 人と競争しなければならないような時，自信が持てないことが多い。

8 人の意見を聞く前に自分の見解を発表することはしぶる。

9 どちらかというと・注口の的になるよりもひかえめにレている方がいい。

10 同じような職についている人と比べて，自分の技能や能力は平均より．」二だと信ずる。

11 人が自分をどう思っているか気にかかることが多い。

I2 人からほめられると居心地が悪くなる。

13 人を1刈惑させたり傷つけるようなことになっても，必要とあれば率直な意見を述べる。

14 援助や振導を求めて，人が自分を頼ってくるのを好む。

15 提案を人に受け容れさせるのに一苦労する。

16 人をみる際に偏見におちいらないように1慎重を期す。

17 慎重、にものごとを計画して，その計画どおりに実行していくのを好む。

18 健康のことが気にかかることが多い。

19
．企画を進めていくうえで，どちらかというと，人と責任を分かち合うよりも，自分が全
ｹ任秦持つ方がいい

20 たいがいの場合，新しい状況でも自発的に発言する。

21 人を怒らせたり，いらだたせたりすることがよくある。

22 批判するのにユーモアを使う。

23
腹牟立った時には，どちらかというと，その」とで自分の考えを述べるよりも，話題を
ﾏ圧る方がいい

24 人から批判されると居心地が悪くなる。

25 どちらかというと，自分で決めてやるよりも，人が決めたことをやる方がいい。

26 自分の考えを実行に移す前に，人から確かめてもらう必要を感ずる。

27 重要な論争点について不賛成の意思をはっきり示すことを避ける。

28 個人的な問題は，どちらかというと人に相談するよりも，自分だけで解決する方がいい。

29 完了するまでは，一つの事をやっていたい。

30 感情をコントロールできる。

31 対人関係で，かなりの暖かさと親近感を示す。

32 人の感情を傷つけることを避ける。
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一一一 }14・ 自己育成の進め方・一一

（1）育成目標 作成

 「四つの窓」と「新自己像」をよく検討して，今後半年か

 ら1年先の自分をどんなふうに育てたいかを考えて，第1，

 第2目標を書く。

文は
^1剤！111－1－1し㍉で舳

マジックで

ワラバンシ

行間をあけて

（2）自己育成の話し合い録音のステップ

A 面
（15分）

1． 本人 によるプレゼンテーション

（7～8分）

｛

・四つの窓

・自己像

・育成目標（2枚）

2． 全員 による育成目標の検討

｛

・全面的OK
・一№ﾉ統合
・部分修正

・目標の変更

・主なものを読む

・全部読む

B 面
（15分）

主として（三1）による育成方法の助言

｛ ・具体的に

・いろいろな角度から

・実行できそうな

フォローアップ

およそ1年後，再び集まって，別紙「自己育成目標の経過」をもとに話し合う。
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ものた。

。長1喘瑚・方的な誠義

をきかされるのは．

 かなわない。

・能力も意欲もそう高    日勉学はほどほどにし

い方ではない。       て・学上I…生活をエン
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箒∵伺
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自我像     価㈱
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＿一一 }16経営・組織体質強化への組織開発アフ1コーチー一

文化
システム

④

    ⑩

組織全体め重力さを一言h岬灼に変える

 3．組織の潜．邊…向勺可能性をテ養櫛

  できるように
 d．総介力1相乗効災〕を発榊で

  きるように
 c．集川を強くする｛相’’1件1刊〕

 b．個人の活性化

生

体

ス

テ

ム

 B

／へ｛？田1聰舌刮」カ｛n L二I。参

1析され、 1／千15他に1固

胆解決が進められる
ような劇1き

I’
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珍
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システム
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理
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  椎造強化をすす

  める。
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 ／戦略分析など＼
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●
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11樵達成力1版火力）
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職場集団の文化風土要因

   経営管理過程

歴歴匿＝国
面目匡面

相互関係

謹欝

一一一一一一一一一一一一 }17職場情況の解明図式…・

V
27

28

29

30

3ユ

32

援助的職場風．卜

．一二下間の援助

ヨコの援助

職場の一一一体感

、卜’ドの信頼

ヨコの信蝦

6

7

8

9

H標展開
ヨコ目標展開（他部）

ヨコ情報入手（他都）

職場目標展開

10統制データイゴ効性

11 ．評価方式有効性

企業共同体の存在課題

社会
貢献

．企業

安定

法人格
テリ

テリー

企業
業績

   コーポレート
地域 アイデンテ／テ／

帰属

職場組織の制度構造要因

lV

26

25

24

23

22

21

20

19

ヨコ意思疎通

下意上達

上意下達

意思決定受入

評価納得

統制納得

役割理解

就業ルール納得

組織構造

働

動環つ“け

経営管理システムー

4

1

対外適応関心

ヨコ役割意識

タテ役割意識

仕事一体感

全体目標一一体

蜘
罫
田

漫

社会成員の存在課題

m
12

13

14

15

16

17

18

指揮命令の有効性

個人の仕事分担

ヨコ調整ルール

ヨコ情報入手

個人目標明確

中途チェックデータールール

評価による方向っ’け

w
33

34

35

36

37

成長満足

評価満足

仲間満足

仕事の安心感

生活の安定感

安全
欲求

刺激
欲求

人格
テリトリー

欲求

達成
欲求

   パーソナル
帰属 アイデンテ／テ／

欲求

／ 寄



職場の風1ヒ

・同

・図1・8一 職場情況のワークシート・

麿 旺匡廼口
11回

6．i貢呵！や本臨；などの方i＋、 目標カ‘公iモ’し一トを過i

  じてはっきI，とみんなに伝えられる。

？．・本読ヰ僚店から、あるい1王こちら占1ζ本部や僚

 ≡店へ依傾や冒求がある場合、有効な処理方式が

 1ある．

8．本部や僚店から必要な何雑を得るための’し一ト

 や方式は明確になつている。

9．支店や係の目標、計画などか騎制を通じてはっ

  きリとみんなに示される。

一〇．支店や帳の日帰や計画の達成状況を示すデータ

 欄報は、明確なルートを通して流されてき、こ

  れ1：よ一，．みんなの仕業の叱正を行なう。

H．．支店や幌の業橋を評価する方式は明確になって

  おI，、これによ．j．みんな自分の仕事のやリ方

  を帷正する。

旺瓦

岨議体から騎場への副真

・、 oo
、  σ＝

一2．

15．

16．

17．

13．

指揮命令閃係は仕事をすすめるうえで効果をあげている。

各人の分拍する仕事の質とiは、幟じて、各人の能力と

見合rている｛む寸かLすぎもせす、またやさしく蝋純

すぎも』ないL

幌内あるいは係間で仕事のうえで、やリくりする際のや

11方．ルールなどは糞描を円滑1こすすめるうえで効果を

あげている。

幌内で、あるいは他係から仕事に必要な構報を得るため

のルート方式などは明確になっている喧

各人の目標．計画など．の設定のルールや方式1才能力を引

＝き出すうえで効果をあけている。

1仕事の過程で．うまくいっているかどうか手工・クする

方式，あるいはデータなどが明確になっていて、各人の

能力を’』かすうえで効果をあげている坦

結果の評価のルールは明確であ一，，それが各人の仕事へ

の意欲を盛■，あげている。

珊列可
［囚囚

・回

19・ ﾂア舳■ルを榊し・こ＾でよいと思灰］

別・ K機賃；1鰍目舳了解Lて舳酊1
21・ |害二；、ζ1冊について榊」これでよいと回！■

！2・・ ｪ幾ごルー叱ついて榊し・これでよいと目ヨ］

23・ F＝＝終㌘式榊れるところ．地切で回■］

別・ ｵ；ニニニ滝；：：㌶ニニ：㍗回］］

25・1K携涼；言，簑ζI；？㍗目ヨ］
26・ �P：芸燃続；：；ニニニζ二㌘一目■］

制度旧道要因

醒
固
願
亟函

般

1回
触行例目標が達成されるのを自分のことσ〕よう

1二思・一でいる。

自分σ」やっていることか必ず理行の日偏達成に

とつて役立つと思っている。

目分σ刊：事力‘触i寸の目偏三隻成と‘まっ書■川瑚三皇し

ている。

本部や僚店、他係からの依帽や要求を受け入れ

吏剣に考えようとする。

次のようなことに常に閥心を示している。

＾．稟紬向ト  上．サービスの改善

’． 三スを出さぬこと

d． ■1分の｛士事のや．j方の改善

  凹 内

股 制 分       →、             H1

2． 団巫珊〔酊

｝
叩
識
θ

㍉

ヰ
人
い

＼

、

成員の行動能力

書

・口

静熟1二1：：：：ll

団．的に援助を行ない，援助を畳ける方もこれ列1を心よく畳け入れる。

2目．ヨコの問で相互に，仕事を進めるうえで，

僚優的に援助を行ない、援助を受ける方も 亙一れを心よく受け入れる，

30． 支店内の 体感はつよく、他人の失敗も自

分の一とのように．思 ている。
2．9 3．0

31． 上司、部下の間1こ不信はなく，互いに理盤

し悟順しム ている。
2．5 3．3

32． ヨコ相互の問に不信はなく．互いに漫艀し

偶帽し合rている。 区

切回

ヨ3．f士相二対するやリかい．あるいは仕＃を通

  ヒての自己成長について満定感を持ってい

  る。

別．自分の仕事を翌めてむらうこと．あるいは

  昇進の僚会などについて描足盛を覚えてい

 1る。

35．一職堵の生活や．仲間と碗繭係などについて

  旧足感を覚えている。

那．仕事がう圭くいくかと．うか1＝ついて他人か

  らせめられたリ．圧迫か加わるという点で
  司；考言を感ずることIユな』・。

3〒．仕事の将来や，生活の安定について、不安

  をいだくことはない。

回西］＿＿
亙

⑦成日の欲求充足

函区画面面



図19 日本の会社および地方銀行の支店情況のパターン分布・一

イ国別に発生する

問題をつぶすことで

改革できる

地方銀行の支店情況のパターン分布

④  重力’婆｛舌ブ］型！

  3％（7）

 4．8％（4）

5

狂
        （       課題
        工

       欲求
        ）

［1コ

⑱風1二助長型
  6制3〕
 9．6％18〕

5

内部111心に

まとまっている

◎相一111扶助型

  12％㈱
 9．6％18）

5

イキイキ行動

してし・る

上置本（35柵1237職場〕
一ド 地銀（63行I，183支店〕

％は類型比率

（〕内は類型職場数

何組み支持型
2％（4）

3．6％（3）

離間匝1］避型

40矧96）

51．8％（43〕

」応の問題は

こなせる

→教育路線

1問題意識の高揚）

⑥内部不安定型
  3％（7）

 2．4％（2〕

内側のどこかに

原閑がある

（この型は増加の傾向）

→参図体寵11をつくっていく

外部不適応型1

5矧12）  専門家集団に多い

O％lO）  →教育路線→仕組み路線

       ｛身近なものから〕

能力｛士組みアン

  バランス型
10％⑫4〕

8％（6〕

急成長の企業

→仕組み路線
または

教育路線

蜘
昇
田

曼

管理職のマネジメントィく足

峨／

① マネジメント不在型

 0矧O〕

メンバーとの←教育，マネジ’メントの独化→仕組みの整備

関係づくり

3％（7）

O％（O）

離し．止力唱易し・

⑧に圧力カ｛カllわると

こうなる

→強みで’あるf七細み，能力に

 手を打って風上にせまる

 仕糾み→風1二

① ＝ノステムぜい弱型

  3％17）

 3．6％（3） カ’らまわり

     どこから手を打っても

     いい
     』風ニヒ→｛士組み能力

・（6）一一

、、・@零



・一 }20 職場診断構造機能マトリックス・一

因子

嬰
 因
  関
   連

機能

目  標

計  画

統  制

評  価

職場内

部門間

経営参加

識

第4因子

組織への帰属感

  職務  経営I
  課題  課題

2 自分の仕事の組織への
責故意識
3 自分の仕事と組織目標
 との関係についての理解

5 棄新、仕事の効率化等
への関心度

4 他部門からの要請の受
けとめへの関心度

1 自分と組織との一体感
2 画分の仕事の組挫への
貢献意識
3 自分の仕事の組織日横
 との関係についての理解

第 1 因 子

職場の経営管理システムの有効性

11圃二圃

6 ドッブの方針、日撮の
伝わり方
9 職場への目標計画のブ
 レークダウン

lo 行動修正できるデータ、

 情報の明確さ

11行ロカ修正できる明確な
 評価方式

7 他部門との間に要求、
苦情をフィードハックで
 きるルートの明確さ

8 情報ルートの明確さ

III管翼 職務
  シスアム 能力

13 メンバーの能力に見合
 った仕事の質と量の分担
16 各メンバーの目橘設定
 の明確度

12．職場の指抑、命令の有
 効性

17．仕事を進めていくうえ
 での効果的なチェック
I8、仕事の結果に関する評
 価データの明確度とその

 方向づけ
14．仕事を調整する際のル
 ール、やり方の明確度

17．仕事を進めていくうえ

 での効果的なチェック
18．仕事の結果に関する評
 価データの明確度とその
 方向づけ

14仕事を調整する際のル
 ール、やり方の明確度
15仕事を進めていくうえ
 で必要な情報入手

14．仕事を調整する廉のル
 ール、やり方の明確度
15．仕事を進めていくうえ
 で必要な構報入手

第3因子

職場運営の納得性

・匿圃
20．各メンバーの目標や役

 割などの理解度
23．職場での決定のやリ方、

 レベルについての受け入
 れ度
21．職場での計画や仕事の

 進め方に関する納得度

24土から下へのコミュニ
 ケーション
25下から上へのコミュニ
 ケーション
23職場での決定のやり方、
 レベルについての受け入
 れ度

19賭場での就業関係の規
 則やルールに関する納得
 度

21、糊場での計画や仕事の
 進め方に関する納得度

22．職場での評価方式等に

 ついての納得度

26 メンバー相互のコミュ

 ニケーション

20 各メンバーの目標や役
 割などの理解度

職場の人問関係の円滑さ

V

一  一  一  一  一  一  一  一  ■  一  一  一  ‘ 一  ’  ．  ．  ・ 一  一 ・

■、

＼

、

1

第2因子 第5因子

の人問関係の円滑さ 上下間の疎通性

職場  職務
欄y  能力
・圃二圃

33．仕事を通じての自己成

28．上下間の援助関係

3L上下間の信頼関係

32．メンバー相互の信頼関

29．メンバー相互の援助関
係

27 メンバーの能力発揮を
 うながす戦場の桑囲気
30 メンバーと職場との一
 体感

33 仕事を通じての自己成
 長に関する満足度

36 仕事の過程で相互作用
 を受けることによる安心
 度

34．評価制度への満足度

35．職場の生活や仲間との
 関係での満足度

37、仕事の将来や生活の安
 定に関する満足度

竃

⇒、

璽
削
市
畿
θ

→エ

ヰ，

へ
い

＼
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一図21 職場情況解明のためのアンケート’

 ア1／ケートのお願いて無記名）

 このアンケートは，職場の現状を把握するうえで必要な基礎資料を得る

ためのものです。

 あなたの立場だけを考えずに，あなたも含めた支店の現状を全体的にみ

て感じたままを記入してください。

  （記入は，各項目の尺度の数字を○印で囲む）

ココカラ

↓
㎜ 次の点1二ついて支店でほどうですか

 12．指揮命令関係は仕事をすすめるうえで効果をあげている。

I3．各人の分担する仕事の質と量は 総じて 各人の能力と見合って
  いる ｛むずかしすぎもせず、またやさし、単純すぎもしない）。

14係内あるいは係間で仕事のうえで、やりくりする際のやり方、ル．
  ルなどは業務を円滑にすすめるっえで効果をあげている。

15係内で あるいは他係から仕事に必要な情報を得るためのルート
  方式なをは明確になっている。

16各人の目標 計画などの設定のルールや方式は能力を引き出すう
  えで効果をあげている。

17．仕事の過程で うまくいっているかどうかチェックする方式、．あ
  るいはデータをとが明確になっていて、各人の能力を生かすっえ

  で効果をあげている。

18．結果の評価のルールは明確であり、それが各人の仕事への意欲を
  盛りあげている。

そと  ども  まち
のお   ちい   o屯
 ワ  らえ  たコ
    とぬ   く

5 4 3 2 1

H＋H5 4 3 2 1

｝5 4 3 2 1H＋H5 4 3 2 1

H＋H5 4 3 2 1

H＋5 4 3 2 1
ト5 4 3 2 1H＋H

W 次の点について支店の人違は総じてどうですか
                                5 4 3 2 1
 19．就業関係の規貝哩やルールを納得し、これでよいと思っている。  ←一←一十一十一■
                                5 4 3 2 1
20．各人は、責任、権限、目標などを了解しており、理解し合っている。 ト出
                                5 4 3 2 1
 21．計画や、統制の仕方について納得し、これでよいと思っている。 トートートH
                                5 4 3 2 1
22．考課の方式やルールについて納得し、これでよいと思っている。 トートート→一H
                                5 4 3 2 1
 23．支店内での決定の方式や行なわれるところは適切であると思っている。トー←一←一←■1

24．上からのコミュニケーションは十分に行なわれ、．また必要とあれ
  ぱ、聞けるようになっている。

25一下から上へのコミュニケーションは十分に行なわれ、また必要と
  あれば聞けるよコになっている。

26．ヨコ相互の間のコミュニケーションは十分に行なわれ、また必要
  とあれば聞けるよっになっている。

5 4 3 2 1

H＋5 4 3 2 1
H＋H5 4 3 2 1

H＋H

V  次の点・二つし、て繕じ1＝どうr〔すカ、

 27．支店のふんいきは、各人が一生懸命やゐことを助長している。

28．上下間で相互に 仕事を進めるうえで微極的に援助を行ない、援
   劫を受ける方もヒれを、亡・よく受け入れる。

そと

のお
 卯

μ5 4＋29・ 蛻�Z媛瀞鎌夏を月極的に鋤を行ない・1｝’
30．支店内の一体感はつよく、他人の失敗も自分のことのように思っ

  ている。

31．上司、都下の閥に不信はなく、互いに理解し信願し合っている。

32、ヨコ相互の間に不信はなく、互いに理解し信頼し合っている。

w 支店の人逮は総じでどのように思っていますか

 33．仕事に対するやりがい、あるいは仕事を通じての自己成長につい
   て満足感を持っている。

 34．自分の仕事を認めてもらうこと、あるいは昇進の機会などについ
   て満足感を覚えている。

 35．職場の生活や、仲間との関係などについて満足感を覚えてい乱

 36．仕事がうまくヒ・くかどうかについて他人から攻められたり、圧迫
   カ伽わるといっ点で不安を感ずることはない。

 37．仕事の将来や、生活の安定について、不安をいだくことはない。

II 次の点についてどう思いますか

 6 頭取や本部などの方針、目標が公式ルートを通じてはっきりとみ
  んなに伝えられる。

 7 本部や僚店から ある～、はこちらから本部や僚店へ依頼や要求が
   ある場合、有効を処理方式がある。

 8 本部や僚店から必要な情報を得るためのルートや方式は明確にな
   っている。

 9 支店や係の目標、計画などが職制を通じてはっきりとみんなに示
   される。

 Io．支店や係の目標や計画の達成状況を示すテータ情報は 明確な’ン
   ートを通じて流されてき、これにより、みんな仕事の修辻を行なっ．

n．支店や係の業績を評価する方式は明確になっており、これにより、
  みんな自分の仕事のやワ方を修正する。

I 支店の人連は給してどうですか

1

2

3

4

5

銀行の目棲が達成されるのを自分のことのように思っている．

自分のやっていることが必ず銀行の目線違成にとって役立つと思
っている。

自分の仕事が銀行の目標達成とはっきり関連している。

本部や嚇旨、他係からの依瞭や要求を受け入れ、票制に考えようとする。

次のようなことに常に関心を示している。

○ 業績向上  b．サービスの改善  o．ミスを出さぬこと

d 自分の仕事のやワ方の改善

5 4 3 2 1

←
5 4 3 2 1

ト
5 4 3 2 1

一 5 4 3 2 1
－ 5 4 3 2 1＋
 5 4 3 2 1

H＋H 5 4 3 2 1
 ト十一ト十H       灘

54321      塀
H＋H                   田

そと  ども  まち

の芳書童詐     鑑
    とぬ   く

5｝1    漫
5 4 3 2 1

1トH5 4 3 2 1

H＋H5 4 3 2 1

＋5 4 3 2 1＋5 4 3 2 1H＋H
5 4 3 2 1

＋5 4 3 2 1＋
5 4 3 2 1

H＋H5 4 3 2 1

＋
｝ 、・@ ω   ⑩



・一…・………一一一一一一一一一一一一一…・ }22職場の体質強化方法一一一一一一一一一一一一一

 問題形成のステップ

      〈
第1ステップー戦略課題の設定

    ①外部環境の情報化

    ②内部環境の情報化

    ③戦略課題の決定

第2ステップー現状突破のための方策

現状の 目標の

④活動方針とその浸透策
解明 達成

⑤必要能力と達成意欲の

確保策

⑥活動体制の確立策

崖此方法一一一…一一…一…・・一一一・一一一一一一一一…一一一・一…・一一一一…一・一一一一・・一一一一一一一一一一一一・一へ

戦略的業務推進のフレ ムワ ク

経営

ﾂ境
経営

摧O
経営

嵭ｪ
組織

¥造

経営管理

Vステム

経営

糟ｹ
リーダー

Vップ
、

’・一‘一■‘@ 1o営1  1成果I  l一一i一一’

一一‘ 、

戦略課題の選定’
、＼・  、

現状の構造的璽⊃

課題のシステム的設定

＼、職’  、、場 1  I言分 1

課ワ
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､シ@1
?g 麟鶴1基本方針とぞ雲警ニクラ

課能
題力
 開
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成マ
 ト
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Iたツ
 クめス
の（2）

鱗纂］基芒誓讐讐ニテク

役割配分と経営管理       必要能力と達成
システムの運用策  業務推進策 意欲の確保策
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         ⑳店内の情況

      1．業務推進の管理システム

  毎月1回の定例会議とその都度のブロック会

  議での検討。

  行動計画の立案と日誌による毎日の反省。

  重要課題の日、週，月毎の検討。

  店内表彰制度の活用。

B支店の職場情況の解明事例一一一一一一

              外
       ④地元ヰ11会の側」lll」 、

    ｛㌔茱σ〕タド， 大きな一植巣なく， 又，

    減少により池■．比，逃築閉．吐企茱の値ヨ」1斤．多く，

部 情

    2．行員の職務遂行能力

次長

 支店長とのコンビも良く、理解力に優れ，

 行動力，管理能力有り。

代理

 管理職としての意識に乏しく、企画力，行

 動力共能力的に相当劣る。

一般男子

 理解力，行動力あり，まず普通より上位の

 レベルにある。

一般女子

 リーダーは温和過ぎて店内の女子をまとめ

 られない。

 女子相互間に於ける不満が多い。

 仕事面での充足度はまず普通。

況
   ⑪⑪木剖jからの」舳・
地城内貞。f他i」’シェアーアーソフ。

指定企融機1瑚礁1呆。

     木取利一一島一の榊11j）
人利の掬』史・・・…職場1＾1何千修，能力1刑発。

    ⑱伽存の1目舳
企業絆常に刺する相■I炎、或はアイディアの挑戦。

するアドバイス，   ，研究会箏の1州i一。

  ◎縦令機1制の戦略
渉外i」’itによる商1、菜折に付する北金攻勢。
地公f木，人丁・企漸ま透』鋤」j、、

I！一作会舳友による頼客の舳織化。

   ｛3山5fド弘二〕
   6プ」1」1一‘のヒション
j曲11二利益の確昧と資会1一；のj神人．

地域用シェアー50％を拙え，刈他｛I一優
f、一’＝’二，‡＝’」o

指定令融機1蜥椎恢．

1頼客†1－f搬符珊のゴ亡’吏。

巾栃一一」一I一任」亘，’1壬栃効二串のア・ソ7

1二f世レ＾Uレ〕

   ｛1＾l l－2｛1｛）
   ⑥’■1市iの．．県起

業容の｛、芋緋附批人。

他行優良取リ㍑への進出，
』山城内公」一；牟1・金1け止…箏拠介取1jlによる

メイン化。

貯命会‘後援会〕弁一I言1」史による頼客の剖工締セ

化。

コスト点■織の徹底｛物性批，。幽鋤〕

   ○曲」…2－5｛■三）

  ◎伽破几服の重点施策｝
企業取I引例拡大。

｛1剖火取Ijlの雄盤強化。

適正利誌の確保（コスト地；識，物性惣の節減〕

   ⑪，蝿の達成状況
シェアー，57／3 45．16％→57／12 48．5％

腐i客の剖撒化，l1標の30％達成。
」よ盤強イビ・・…・ローラーによる複合呵吏引オ推進。

           ◎諜魍達成の方策
シェアーアリプ……・一…・・・・…対地｛」・シェアーア・ソフーの狛、他行と’■1山11の現状分析とその貞1」策凸

        1入業、人州榊」吏，…j’員の『」I亜11』，1■i汕m亜1J」，特殊跳1川，打昨椎逆と符徴，

        融資戦略〕
l1師客の細繊化・・……・・…・・一・・肘i金全1掘抜全〕を毛一1成し，刷略の細織化を1刻る……
職．杣■畑＿ラーの鰍・。＿亜1．i‘地iメ1トラー川1一一一■〕、公舳村頼口＿ラー（ω川■1I〕＝・・…燃

        のノインイヒ。
○サービスの充実
応汕の同ガ。’ド務■［一3I3質のi一一11二。j■i舳榊1ilの1≡lli二。

兵力価リ㌧向旨力θ〕1‘lI1二と井11報嚇充イ†力のテ吉例｛．

渉外人厳の劣勢。

中洲符理職の弱体。
行州1i’’1閑のイ言頼，援皿力f本制の欠

如。

物I拝に付する関心度の希淋。

融資，渉外力の不足。

     3．職場の集団風土

銀行の二一ズと個人との心理的統合支店運営

の仕組との結び何等比較的良好。

職場風土と行動能力および職場生活での欲求

不満が多い。

ヨコの意思疎通，相互援助良くない。

補佐職（次長）

中間（代理クラス）

一般男子

一般女子

①行員の期待とその充足度

誠実で理解力あり，支店長とのコンビも良好で，ま

ず期待通り。

年齢的に高齢で，意欲に乏しく，企画力、行動力共

期待はずれで能力的に問題あり。

業績面で大きく寄与しており，まずは期待通りの活

躍。

仕事の充足度はまず普通のレベルにあるが，全てに

於いて関心がうすく、個人差が大きい。

I一一 i6）I一’
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・図24営業店管理者通信講座一一一一

はビ栄1丁塁〃ノ
（へ） （ト）

経 営 理 念 リーダーシップ

（イ） （口）

（組織）

（ホ）

環 経
（ハ）

成

営

戦
關願

境 略 （二） 経営資源 果

（企業行動）

（へ）

（営業店管理者コース）

①②

（ト）

営業店管理者の

リーダージソプ

（イ）

経と
済地
社方
会銀
現行
境経
の営
変
化

（口）

営業店マーケティ

ングの戦略と管理

市場戦略と

営業活動

 店周・店頭

セールスの展開

営業店の事務管理

と効率化の推進

   （組織）
（ハ）

営業店経営のシステ

ムと営業店管理者

（二）

人事管理と

営業店管理者

マネジメントと

 職場指導

（ホ）

営効
業率
店化
のの
収権
益進
管
理
と

（イ）～（ト）は一般概念

①～⑯はテキスト分冊Nα

…一一一一
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一一一一一… }25 80年代を生きる日本人へのメッセージ’……’……一’“一一一一一

                      （アルビン トフラー）

   「第三の波」を見つめて

なせ，私は「第三の波」について語ろうとするのか？

○まず，激動する事象の本質を理解することから始めてみよう。

○「不安定な世界」の只中で日本はいま，考えこんでしまっている。

○農業革命，産業革命につぐ第三の革命の波が押しよせてきている。

○第二波型社会のシステムは赤い旗の国であれ，白い旗の国であれ，結局は，

 同一のものである。

○服従と反復訓練とが工業社会の教育システムの原則だったが……

世界はいま，どのような文明を求めているのか？

○基準化と同時化，中央集権化と極大化，これらのすべては崩壊へとむかって

 いる。

○官僚機構・核家族一企業にふさわしい人問はその中でつくられてきた。
○“竢赴焉hは底をついてしまった。いったい何が，起ころうとしているのか？

○エネルギーの多様化，生産過程の複雑化，革命の予感はいやおうなく高まっ

 ている。

○エレクトロニクス・パワーが交通戦争，通勤地獄を解消する日は近い。

○家庭生活・都市構造，人間関係・社会組織一すべてが変わる！

「第三の波」をむかえる

新しい社会のカギとなるひとつの事実が，その姿をあらわした。

○核家族はなくなる。かわって多様な家族形態が出現する。

○自由な時間・自由な労働・創造性重視の教育システムヘ。

○企業最優先の時代は終った。第二波型意識の企業は淘汰されていく。

生沽の価値基準を自分で創造する人々が，誕生しつつある。

○第三波型人間の登場にとまどってはいけない。情況は変っているのだ。

○さまざまな局面で既存の制度が変革され多様化している。

○先進的な第三波型匡1家へ。日本は世界の希望の星だ。

一一一一一一一一・一一一一一一一一…一一一一一一・一一一一一一一一一一……
i6）一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一
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文盲とは（ジョセフ バシール）…・

  かっての文盲とは，読み書きのできない人を指した。

しかし現在の文盲とは，学、柔術（すべ）を学ばない人である。

そして明日の文盲とは，創造する術を学ばない人である。

．（6）……．…一…’一……’



一図27成熟社会の相貌（経済企画庁）・一一

生活領域

生活規模の拡大

現実の変化の第1は、余暇・レジャー，

子供の教育，交際，趣味・学習といった

新しい生活領域の広がりである。

かっての衣食住本位の単純な生活領域構

成に較べると，倍以上の生活場面が加わ

ったことになり，生活経営の繁雑化は著

しい。

十繁義紬；1

変化の第3は、生活財を初めとする生活

手段の多様化である。

生活の合理化・快適化に伴って家庭の設

備・機器1の装備は著しく進展し，“生活ブ

ランド化しつつあり，それによって，

情報・技術といったソフト面の手段が重

視されつつある。

等4は，収入・支出の規模の拡大と，そ

の構成の複雑化・立体化である。

収支は，単に月次のバランスだけでなく，

資金繰りが重視され，長期・生涯にまた

がる取交計画も必要とされ，家庭にとっ

ても金融機関との接触が重視されつつあ
る。

システム化の方向

÷
       現代の生活者は，そのUその［1をいかに

       送るかということの他，教育・結婚・大

       型レジャー・持家・老後といった将来の

       問題により大きな関心を向けており，生

       活設計，生涯蕎†画に沿った生活運営に切

       り替わりつつある。

       また，消費者儒用の導入と定着，貯蓄と

∴       資産形成，一大型支出の発生と，現代人の       生活収支の中には、かっての取交概念に

       はなかった要素が大きく入り込んでおり，

       月次・年次・長期の収益性管理が課題と

       なってきている。

∴
       従って，生活の運営も，生活目的，生涯

       言十圃に沿った“戦略的”展開が必要とさ

       れ，まさに企業におけると同様の「目標

       管理」が導入されようとしている。しか

       し、生活の経営技術は，未開発で大きく

       立ち遅れている。

∵
       一方，家事・購買・行動といった生活行

       動の面は，省力化・省時間が進み，生活

       のブラント化はさらに促進されようとし

       ている。

       消費ブームも沈静化し，無．験を省くどい

       う賢明な経営概念が定着しつつある。

創造的活動の実態

現代人のレジャー・余暇活動，あるいは

趣味教養の中心は，依然として鑑賞型の

ものが多い。映画・演劇・音楽・スポー

ツ・レコードの鑑賞はその代表で，読書・

TVという余暇の→史的な過し方などは，

鑑賞型あるいは受身型の典型的な文化活

動であろう。

最近は，切手・コインをはじめとするさ

まざまなもののコレクションがブームと

なる一方で，民芸品、骨とう・アンティー

ク，絵画を入手する人々も増えつつある。

文化や芸術を，鑑賞の対象としてでなく，

自己所有の対象と見るのは，豊かさとい

えよう。

また，伝統的な芸事の他に，絵画・陶芸、

楽盤演奏，写真，映画といった表現芸術

の中に大衆が参加するようになったのも，

ここ数年の特徴である。

コマーシャリズムの上に乗った趣味活動

の域を出ないが，生活文化の船頭といえ

よう。

上述のように，大衆の文化活動は，圃一

的・類型的で，模倣の域を出ない。

しかし，これから学習と経験を経ていく

中に，純粋培養された専門家の芸術・文

化とは別に，生活者そのものが，日常生

活の中に自己の文化を創造するという時

代がくる可能性はある。

潮
昇
田

鑑

菖

一（6）一一

心
伽



・図28 家庭基盤に関する基本的考え方（経済企画庁）一一一・一・
ト
①

経済社会からのインパクト

所得の増大

       家庭関連する問題点

L一一・1世代による価値観、生活様式の変化、家族、

産業構造の変化
！ ！

一     サービス
雇用の増大→経済化

都 市 化
 ↓

伝統的集団の崩壊
 ↓

都市的生活様式

小家族化・核家族化

高齢化の進展

女子雇用者の増大

一一 p

性別役割分担、性に関するモラルの変化

I父親の家庭不在

＝受験競争の激化（日本的競争社会）

一一 r
 1各種家庭機能の外部化1

大都市の住宅・環境の未整備

コミュニティの弱体化

公費負担
の増大

行政サービスヘの依存大

高齢者問題

 経済的不安

 介護負担増大

育児・教育機能

の 弱 体 化

    対     応

I価値観の多様化

．個人の自立
＝ 選択の多様化

＝ 私生活の重視

＝雇用・システムの見直し←
≡ （労働期間の弾力化、流動化etC）

教育の多様化
 （生涯教育、リカレント教育等）

1 シ新
1  スし

一  アい
トム日、
1 の代
1 反へ
1 応の
I  社
1      △

行

政

機

能

の

再

検

討

と

充

実

産

業

家庭生活と職業生活の調和

 労働時間の短縮、育休、保育所

フレックスタイム、介護休暇、学童保育

住宅の質の向上、環境整備

自立に困難を抱える家族への援助

走 後 の 安 定

 公的年金、福祉施設
 私的年金、民間福祉サービス

 育児、教育機能の補完       都イ
                 門ン
                 のフ
                1見オ
 家庭と社会の連帯       1直1
                トしマ
1ボランテ／ア（鱗鵜化関）1ル

 サービス提供産業の発達一

 サービス代替産業の普及

国

民

の
ト

タ

ノレ

ウ

エ

ノレ

フ

ェ

ア

の

増
進

市場部門の適応

一・
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     一如的同時参加
（時）1Iつぼむ（過去） 2’さく（過去）

、   』’   同1』
  ＾＾後
  絶水際
  繰下
  深の
  淵連
  ）毬
（一時の位）

3’ちる（現在）

9

案   前沙  事
∵抽笛1

（一時の位） （一時の位）

文章で示すと

億1；lllllll11沙十一一

記号で示すと

（0二1）H④
      （：l111111118㌔一体．寸

※文章による解説だけでは，ともすれば混乱

しがちな道元禅の構造をr流れ」とr関係」を

図示することにより，読者の理解に資したい。

 ↓ は「流れ」を
 ll  は「等式関係」を

 〉一くは「対立関係」を

   は「説明関係」を
 ←→および二 は「相関関係」を

①②③が意味するもの

②無偉自毒111111黒賃1二1）

屡

①一体感（万法と一体）

図で示すと

○H④
    注（らll：ll1119．ふ／

尊

③一如行（一法と一如）

……一……・一一・
i22）一・・
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一．}31正法眼蔵現成考案一一一

／万も自身     す法は人体悟 自力万自白自白仏       た死生こ決死こ仏生し人  後     し
法し心心     み る 歌迩脱己法法己己己己道       とももの輪のの法のかの  あ     か
の行自をふめき口入やすかはなの落のににををををを4   春冬冬へ一一一ゆの生ゆの死あしさかり灰前さし灰あさだ5
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一図36 記号論一一
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  回帰像
  知覚そのものに
  近いイメージ
◆  不安，緊張によって

、  意味不定なもののイ
  メージ
一一■一■■■■一一

      ＼廣れたもののイメ．ジ！

        ◆      ◆
        、o   〃幻覚，妄想のイメージ  ．一I■■つ   ＊＊

            一不安・緊張によって    ■   無関心なもののイメージ

ー強い意味を担ったものの   □   単なるコトバによって誘
            1イメージ         ■   導されたイメージ

模写性が精であるほ

ど，知覚に近くなる

ので，イメージは在
外感を強くする。

独自性が強であるほ

ど，イメージは心内

定位という感じが強
くなる。

＊ この位置のイメージを速くかつ豊、富’に表現する人は，頭がよいといわれやすい。

＊＊ この位置のイメージを多く表現する人は，頭が鈍いといわれやすい。

1想像心像や言辻臆心像などは、、二面性のバランスに応じて，この平面のどこにでも位置しうる。）

                      （藤晒順図，藤岡1964を改訂〕

一・

i32）・一一一一一
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、、一・’“ }38 ホロンによる自己組織化一一一、、、

集 含｛全体）

← 散 逸
骨景帝斧祭榊景裕

一 秩序

集合の秩序の作用
‘要素が協｝詞司するよ

うに働きカ・ける〕 ◎ 要素の協調した行動
‘準倉の整序をつく．るし

条

背

骨

斎
11液
1；灸

骨

骨

  要素（個1〕

赤ロンによる自己組織イヒ

ポンビング

自エネルギー物質

1判1

       〔影響力〕

     取引的恵一留、決定

〔ツクニニ｛練〕二＝、ご、〔B氏〕

れ川ド
                ’ 、

一図40

／一一’I．図39 フィードフォアードの4つの種類一一…＼、
、

従11
ｮトド
Iフ
tオ
Cア

外部環境

⇒

生活主体

生活主f本の｛鰯が外部環境に従属する形でn分を

Vイ’ドフオア．ドしていく場合

統i1
ｧトド
�V
tオ
Cア

架璋王体

⇒

外部環境

生活主f本の側が外部環境をコントロールする形

ﾅフf一ドフォアードしていく場合

均11
tトド
Iフ
tオ
Cア

句三

ｴ主体

⇒

外部環境

生活主体と外部環境の力関係が均衡していて相

ﾝにフィードフォアードしていく場合

共11
o動トド

Iフ
tオ
Cア

⇒

外部環境

生活1盲体と外部環境が共通の月灼に向って協力

ｵ合ってフ千一ドフォアートしていく場合

＼一一一一一……一一一一一一…一一一一一…一一・（43）一……一…一一・一一一・・一一一一一ノ’

出 、    ノ

  （モニター）

出
    4

影響力と権限一一一一一・一

〔上役〕

（43）

制御生問

実行空削

工．

  〔権限〕

1潜榊1勺憲一酬央定

’一一 蒲ﾟ〕I一、   〔都ド〕

’’一 ｡報告）一、‘

検 検1）b
           ’出       出    ！

  ＼       ／

  （モニター〕     ！

実

施

、／

／一一図41新しい人間科学の立場…一、、、
！ 、

遺伝子情報：身体内遺伝情報
i遺伝子gene：DANコード）

神経機能（心〕 生体機能（体）

知・情・意・コ

~ュニケーショ
唐ﾈどのプログ

循環・呼吸・消

ｻ・排泄・運動
@生殖などの動
ｨ・植物機能の
vログラム

  非遺伝子情報1身体外遺伝情報

imeme－culturg㎝：学習・教育・文学・言語）

差鵬：鍛1驚：婁幕1鱗鵜㌫な  ど

     機械論、情報論、システム論、生物学、文化人類学な     l
?とに基づき・これを統合して考え乱    ノ、、                      、・ ＼。．．一．一一．．．．．．一一．．．．一．．一一一．一．．一一．．．．．一一．．．．一．．．．一．．．’’ノ

新しい人間科学の立場一一、 ’図42 半球間相互作用の方式一一一・一一…一一一一＼

世馬2．   、、
重調的靱

駐業 、
！

収念的 書I5的

4

記健榊
帥13；

優位
世界1

覚 ・
I 逮騎

脚パ：：1

世界1

左

胆界

受容器

竈楽的．絵画的

一3

則論載

縦恥
劣位
服務1

醐締
：．’

 胆〃1

曼容鍋

’鮒1

右

破線は体の末端の受容溝から脳への主要連絡経路、実線は脳から筋肉への出力

を示す。世界2である意識的自我は大脳の限られた一都分のみと情報をやりと

■〕することを示しているO・C・クルス『脳」第2版、共立令書、工979よリ〕

・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
i44）…一一一一一一一…一…一…ノ
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・一・ }4ポ人間行動の階層構造……一一一一……一一一一一一…一一一一一一

［二二］横伝子支配的行動

情報→

情報→

情報→

情報→

情報→

社会行動レベル

集団行動レベル

個人行動レベル

個体行動レベル

生体行動レベル

文化行動：芸術，科挙，教育，遊び，第三次産業

生産行動：経済活動，第一次産業、第二次産業

消費行動1生活、商業，流通，金融

統合行動：国家，都市，自治体，政治

血縁集団：男と女，親と子，家族，親戚関係

血縁集団：部族，コミ三こティ，友人関係

組織集団：企業，学校，医者、宗教等の人間関係

非組織集団 同好会、群衆，見物人

群団欲，支配欲，権力欲

自我．性格，個性，意識，根性

確信，自信，安心，信仰

自己顕示，ナルシズム

意的行動：欲求，動機，態度，努力，我慢

知的行動：視覚，聴1党，触覚，圧覚，痛覚，温度感覚，嗅覚，

     味覚，認知，記憶，書語，思考、学習，技能，適応

情的行動1快・不快，満足，・不満，喜び・悲しみ，愛・憎，

     怒り・おそれ，涙・笑い、おもしろい・つまらな

     い，美しい・汚ない，感動，感激，慰め，神秘感

攻撃，回避，防御，歩行，姿勢推持

生殖，保育，排泄、休．曹、，睡眠

呼吸，循環，体温調節，摂食，飲水

 遺伝子支配的行動［二］

一一一一一一・一一一一一一…・…
i20）一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一……一一一一一一一一ノ

…一・ }44 情報代謝の経路一一一一一一一一一一’一一．一一一一．

外
部
環
境

党内
器情
過報
程処
 理
 過
 程

11
11

11

データ蓄積係

知的情報系

蓄

披

習   記 憶

禎   経 験

能   知 識

感箪情報

  知覚
  認知

1I 認識

11比較
11

11

態度目標
意的情報系

戦□各

1繊術

注．範；  欲求
集 中   本 能

我 慢   努 力

自 信   安 心

情的情報系
           評価
モ央 ・不f央 喜ぴ・苦しみ

充実・虚無 愛・憎

満足・不満・おもしろい・

おそれ・怒り つミ≡らない

実行 外部行動

→

内部環境
     身体系（欝：毅驚）

アルコール コーヒー

 覚醒剤 麻薬

  向糟榔薬

   LSD

一…・
i20）…
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    世マツノ、帝

一図45 認識とパタンー＿＿一一＿一一一一一

近親関係

出発点になる述語

輪郭に関する発見

…1・・。

李台
ト・4・1

与写
…7…

08

構造分析法にのっとる記述

□  （mO1ユ1〕
  十H＋V＋V－H－V－V

11附
日  （l01uO1）
  十H＋V－H＋V＋H

日  （1011011〕
  十H＋V－H＋H＋V－H

日  （o11mo〕
  十V＋H－V＋V＋V

日  （1101011）
  一H＋V＋I｛十V－H

日  （1101111）
  一H＋V＋V＋H－V－H

□  ｛1010010〕
  十H＋V＋V

日  ｛1111111）
  一V－H＋V＋V斗H－V－H

日  （111101ユ〕
  一H－V＋H＋V＋V－H

一…一・
i45）一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一…一一一一一一一一一一一一一一・一一一’
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システムとオブザーバー

炉ヤ
      （d〕  lC〕

壱
      は〕

     菌は観察者

行動記号論のデサイニング

．一一 }46 自己組織化一……

o

細胞性粘菌の生活史

        7’

＼L！
（9〕

フラクタル

←  ∫  41 ．I■一一一一■ ト．一・・一■  1
  4
1IHH11HH11
  4
I l■■H岨I I■HHH l 1

水ダ㌧爪

自己相似

磁
訓

亘 国国

難書

h

抑帆二＝4γ㌧ト型
‘昨1二機簑／セl／／／型

れ 1＝㍑覧㌘ト／／／型
・い   （。、㎎π、し1。。。より〕

一一
i41）二一・



一図47 生命現象のダイナミズムー1一一

勾

配
生
成

機
構

視糸

嚇

形

生体機能関連樹
細
胞
内

容

情
報
機
能

生体機能

中高
  榊
  経
  阿
  路
  網

  ㌶

誘

熱平衡から系を離していったときにみられる状態

非平衡系の状態   1            ，

空間的な

定  常
時問的リズム     ；  カオス           ，

ノ寸ターン

I

熱平衡 I     （R〕
   灰S   舳    舳2   舳3κH〃H、凱平衡からの割れ
@ソ㍗一．ご・1’寸ニト 1 二、l1川?�ﾌ1ぐ11＿、         （limit・y・1・）（t・…）；111＝；

次元   0
1  1  2…・…十・・…1・千111非整数または～          一

㌧

／！「（へ
平衡系と非平衡系

刀H3κH〃H。凱平衡からの割れ

生体

流れlI国カ流れ1・

   （a〕平衡系          （b〕非線形非平衡系

生体系は少なくとも2’）の異なる熱浴と同時に接する。このため

どちらの環境とも平衡に達することができず，熱浴との間に物質

またはエネルギーの流れJ I，およびJ Hができる。これを非線形非

平衡系という。この物質の流れをJoとすると，J o＝J FJ l1となっ

たとき熱浴と生体のどこにも物質またはエネルギーの滞貨が起き

ず、系は定常であるという。

細胞の選別現象

各奪÷客㌻

1島1；  鐙灘蓋滞紛終
2種類の細胞を無差別に混ぜ合わせても，1つの細胞集合体のなかで選別が起

こる。このような現象は細胞間粘衛力に1糊勺な一差があると仮定することによっ

て説明できる。

潮
黒
田

鑑

湿

  ①、・’

@一
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…一・
}48生命現象のダイナミズムー2・…一一一・一…一一一・

生命現象の物質的基盤

○・｝O一搬
  A      B      A B

結合のないところに作用はない。生命現象の基盤には2

つあるいは2つ以上の特異的な相互作用を示す物質があ

る（仮説）。

薬レセプターの生理的意義

O・）一〇一触

情報伝達系としての神経系と赤ルモン系
のしくみの比較

神経性伝達機構  ホルモン性伝達機構

   神経細胞   ρ内分泌細胞

  ↓

         1ホルモン1血液〕   神経線維

         o
  ○標的細胞一  〇標的細胞

薬    レセプター    複合体

●・）一〇一蝋
生理的薬様物質 レセプター   複合体

薬は生理物質のレセプターを借りて薬理作用を発揮す乱

体の中に薬がある

       ｛脳）
薬⇔

細    、芽
生体内薬様物質

レセプター

神経作用1

メタクロテール波の例（M。。h．m。。，H．，1974）．

                idμm

各繊毛がくリ返す周期運動が少しずつずれており．繊毛

の集団が作る山と谷が波として一一方向に伝わる。

←

紅

俸

客

悦
メ I．■．．影  ■

強心f年月ヨ2

 一

譲〃       代謝イ乍用3 一

（肝臓）

一・一一……・
i40）一一・・
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一図49脳の分業体制・一一

ヒトの新皮質の分業体制 大脳通連合野（白い部分）

ヒトの左半球の表面を示す

視覚

顕

葉

 葉
頭

商

㌧！

む
    1
     ’     1     ■ 一     1     ’    ’    ’     ■    一    ’    ■    1    一    ■    一    I

い

頭頂
  葉

∠ 、後
、蝦
N 巣

側頭薬

一（23）一一・

一・ }50 二ころの量子論一1一一

人間の脳の矢状断面図 快感を生み出すAloドーパミン作動性神経

人 出j

 舳
 顕

提孟冥
キ見’未一F部

 大脳新皮質

同 人問の人脳

 ！’璽尤物の大麻、＼

    脳    、

㍗
幹

脊

髄

小脳

後 二

頭
葉

人脳（精神的な力）
各種の本能

   〉＼舳

行動力く

（自発運動性）

創造力ぐ＝1

＼．
側座惇

一雲

腰

脳幹｛1勿体内勺な欲求）

性欲食欲

顯
・◆：

（ネズミの快感）

則 （幸鵬瓢一義抑し）

榊辺縁系

  嗅求．

側頭薬．

（内窩皮質）、

攻撃1 ^
最後の快感

視床下部

I脳ド乖体 中脳   Ag抑縦

O ．A lO

  （腹側被蓋舳

、（脇之顯感）

一一一一
i5）…一一一一…一一一一一一一……一一一一
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一・}51 こころの量子論一2・…’

大脳の作用模式図 神経伝達

局所的1：他ら

パ
織

ディジタル再一I†I，j榊

‘相唯芋伍据。

進

化

9

タ

化

囚鰐な酬、
 ↑
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ル

人  州
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 浮、菖聡

  ピ喰
 意欲‘小型タン’｛ク質〕

アセチルコ■jン作動洲…神様

      ぷ銚
舳箒；グ服〕妾再」紗幸一ヅづj

  タル的〕  ／￥’

     アセチルコI」ン
アミニ・     作動性有紬神溢
1アナログ的〕

鰍1アナ警蓼款凶

行

連動榊擁

キ11蝋ホルモン

アミノ酸

問1紙ホルモン

アセチルコリン

1ニコ手ン様何1n

砂

碓

秘ホルモン
町

吸  分
取

  泌

向イオン仏進一門

O．1－1ミー」砂の迦擶

†I守掲ミはテ｛シタル『■’ハ
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経
繊
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⊥
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針11

弘
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神経ホルモン
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目次図式による主要領域の概観…

65

④文化システ会 奪文化制度 ⑥社会コミュニティ

記 号・論 理・
?タ フ ァ 一

文化のフェティシズム 社会システムの
¥造 と 変化

論理と思想構造

（25）

i17）

」情報と文化

（36）

i34）

i1）

社会と意味

（30）

i39）

i13造形構成の心理 （16） 記号論への招待 ネットワーキング
wの招待

団生体システム 囮経済制度 凹政治制度

生命に情報を読む 情報経済学 日本の政治
（18）

曹Q）

（43）

i2）

（1φ

i19）
身 体 情報化社会の

ｭ治経済学
一席報とエネルギー

ﾌ人間科学

②行動システム ①物理システム ⑧人格システム

経営者の役割 哲学．の現在行動の構造（3つ
@        I意識と本質（3）

@        I 管理の哲学

（31）

i3笥

i2勾

新哲学入門

②6）

梶i4）

言葉と無意識 （39 密教・コスモスと
}ンダラ 東西の哲学

．二．l！竺籔竺．ノ
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一…一一一一一一搏c米二
「情報経済学」＿一＿一一＿一一一一一一＿一一一＿＿

5．・情報の生産構造

情報生産の一般自勺形態

コンピュータ情報の人I頭脳灼生塵

コンピュータ情報の自己増殖的生産構造

情報ユーティリティの経済約機能と構造．

情報ユーティリティと経済構造の変革

6。情報の消費構造

く
      報消費の一・般灼形態

      スコミ情報の消費構造

      ンピュータ情報と消費構造

      産概念の質的発展と行重力経済学

〉

  7。情報市場の形成

印刷革命による情報市場の形成

新聞市場形成のメカニズム

コンピュータ情報市場形成の論理

  全。・情報の経済価憧

なぜ，情報は，経済掌の対象たリ得なかったか

商品としての情報財

コンピュータ情報の経済価値

1一情報経済学の3つのフレームさワーク 1

    フレーム・ワークの1土グローバリズム糟榊

    ；1二11111：二貰｝

    伝統的経済学と情報経済学のパターン比較

  苧．情報化と産業構造

構報貝柁中心とする第四次産業の成立

第4次座業の産業構成

システム産業構造への展開

新しい概念による産業連関表

（9．社会・経済原理としての目的法則2一情報の概念と基本構造

情報の原型とその基本概念

情報概念の歴史的発展

人類における情報概念の発展

人類史における情報概念の変遷と発展

1叶11幾日榊と＼

ド蜥冊ドγ
終未来実現的地球社会の実現をめざして

   ’→背幸匿茅劉斉｛芦のビジョン皿I

）・一
i43）・一一一一一一一

・一…一一一一一一一一一一・ r上惇

6．．情報化社会の資本蓄積

  部分情報の直接的生産者と金体情報の

集中利用者1の分離 、

  生活情報の生産者と全体情報の集中和

残丘簑1算㌧ノ

「情報社会の政治経済学」

7．コンピュータ国家？

＜    一情報化社会の官僚一    憾報の独占か？ 公共的規制か？

    官僚制研究における軍隊と工場

情報化社会における計算可能健と学習能力

〉

！、8．情報化・国際化・多国籍企業

  国際的共同研究開発俸制とテレコム巨人

  情報系列｛ヒと通信ネットワーク

  新しい低開発国問題

  国際機関の新しい殺害1」

5、一新しい生活様式の誕生

  サイバネティックな制御と新しい生活様式

  新しい労働のリズムと新しい生活様式

  自然と社会に対する認識の深化

  仕事おこしと人間の発達

（
4．産業・雇用の変化と企業形態の改革

情報化社会の慶業・醐構造＼

 産業形態のソフト化とサービス経済化を促進する奥1項

  企鮒1おける燃！分権 、

  「悩報化」にともなう大企業の経営形態の変化

1線二鶯鶯増大ノ

欄り／

1．情報化社会の提起したもの

1 信幸良と蹄■］御の毛見出かbの生産と生活のみなおし 類人機械と類掴固システムの潜在能力

2 精報の学習・生産・占有

  構報化とは何か？

  欄報と学習

  備撮の学習・生産・流通

  情報インフラストラクチュア

3．「情報化」過程における技術と労働

  俄搬技術の特徴とサイバネティクス

  工場とオ7イスの補綴組織をになう技術の

  変棚程     ／
  産繁用ロボットによる労働過程の変革

  0A化とニューメディア

9．公共三塁芋尺と貝方正文系鉦辛識1

  市場からの学習と社会肺1峡の発展

  公共選択と掌習過程

  情報と評価

1O．情報化社会における人間の自立

燃幾；；二飾化／

  労働力の流動化と勤労者家言トの硬直化

  人1胴の潜在能力の発達とその陣審の拡大

・（2）・一…一
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一湯浅泰雄 「身体」一

ユ． 近代日本哲学の身体観

相辻派郷の身体動をめぐって

■叩1幾多郎の身体観をめぐって

東洋思想研究の態度と方法

3． 東洋的身心論の現代的意義
現代の哲学f1｛」身心論とその㈹魑一1．、｛

 ベルグソンのj璽動的1刈式

 メルロ＝ボンティの身体的1刈式

降薫一
東洋的瞑想の領域

研究の目的と問題の概観

一（42）一一

3．

メルロ・ボンティ 「行動の構造」一一一一一

物理的秩序、生命的秩序、人間的秩序
序■諭一ゲシタルト学説は、実体諭のもつさ

   まざまな二．二律背反を乗り越えよ．うと

   する。が、実際は、 「ゲシタルト」

浅ぐン
2、高等な行動

高等な行動■＾P

（これまでの分析の二重の意味。この分析は

批判主義的結論を認めるであろうか）

    パヴロフの反射学とその諦要請

1反射学は行重力の記述を戸想する。生理学にお

ける物翔一化雌約分析と行動の分析）

    行動の「中枢傾城」と機能局在

    の問題

    行動の構造

結 諭

（条件反射の意味一病的現象か或いは高等な活動か〕

4．．心身の関係と知覚的意識の問題…

古典的解答

 自然主義というものには1冊もない

   1．反身寸行動

序論一生理学における客観性の定義と反射

ぐ1箏裏；1辺

結

一一
i37）……一一・一・一一一・一
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一一一一一一一・ ﾛ山圭二郎「言葉と無意識」一

   ／へ
4．無意識の復権
／     ＼

く妊㌻ン
人間存在の重層性

3．アナグラムの謎

「㌃㍍ぶr
詩法としての〈音〉の法則

  深層意識の働き

複数の主体〈私〉＝く他者〉

1情念とし Pう名の戸葉■ロゴス1とパトス・立化と言葉と無意識

2．ソシュール・人と思想
  ／
  ●ソシュールの言語革命●

  西欧における言語観の変遷

   ソシュールの生涯

    一般言語学理論

一一・ i35）・一一

一・一一一一初ﾓ俊彦 ・「意識と本質」一一一…一一一

3．禅における言語的意味の問題

2．本質直観

イスラーム哲学断章

4．タ寸言舌と身岸ヌ寸言古

禅問答についての一考察

1．意識と本質

東洋哲学の共時的構造変化のために

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
i3）一一・
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一一一 oーナード「経営者の役割」一一一一

            く
       3、公式組織の諸要素

ぐ箒〉
機会主義の理論
  V

2．公式組式の理論と構造

公式組式の定義

公式組織の理論

複合公式組織の構造

非公式組織および

その公式組織との関係

4．協働体系における組織の機能

管理職能

管理過程

管理責任の性質

耶口     藺冊

1・協働体係に関する予備的考察

㍍と組1 ＼
  協働体系における物的および生物的制約

  協働体系における心理的および社金的要因

  協働行為の諸原則

一一一…一一一
i31）一一

村日ヨ晴夫 「管理の哲学」一一一一

（
           サイエンス アート
5・バーナードドにおける千斗 学 とキ支

バーナードの科学観・技術観

科学としての組織諭
アート
後  としての管躍、

一番；思決定一一一諭理から綜合へ

非公一式組織

’皆’商剤王手識とf列生隷1隷畦

  HI．方法と意味

7．方法論的個人主義の系譜

 方｛去論的個人’主I義

 ウェーバーの方法

 ポパーにおける丁学的技術

II．倉1」造と管理一バーナードの哲学

4・バーナード理論

自由と描1嫡句

目的と手段一「現在」と「未来」の連結占

有効性と能率一部分から創造へ

能率への統合一乗薗同型性の視点

組織の均衡一バーナードの時間観に基つ’いて

「未来」の創造一」

L全体と個一一管理とは何が

1．管理の世紀

先取者達一管理の思想的基礎の確立

管理．の2類型

支配から管理へ

管理の社全化

方法論的有機体主義へ一ホワイトヘ・ソトを中心として

1㌣㍍」

）2一管理の歴史的意味

3・「創造的管理」の創造一バーナードにおける

㍗続 ）
バーナードの有機体諭郎］システム論一協働システムと組織

2つの同型性一一水平同型性と垂直同型性

理性の時代へ一ホ・ソプズの時代（16一工7世紀〕

込！
統合の視点一意味と解釈

説明から了解へ…ホワイトヘ．ソト／バーナードの解釈学的意義

官僚制と遺徳

啓蒙的循環
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2．近代哲学の歩みと論理

 ！はじめに

  デカルト

  カント

  弁証法

  むすび

 行動記号論のデサイニング

ー沢田丸氏r論理と思想構造」一一一一…一一一一一一一一・

      〈
3．逆理と眺望の思想

ぐ薫◆
   哲学的問題としての環境問題

       V

哲学とは何か一

4 映像自P鷺練㌘貸考1

コミュニケーションのレベル

映像的思考と言語的・数学的思考

マス・コミュニケーションヘの提言

人間形成と言語の役割

むす乙しノ

1．論理と思想構

    一 古典論理学

 はじめに＜

 論理とは

 「語の論理」「文の論理」「記号の論理」

票幾＿ノ
一・一一一・一一一一…一一一一一一・一一一・…一一……・一一一一・・……………一一一

i17）一一一一一一一一一・一一

一一……一一一・一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…… ｬ林重順「造形構成の・レ理」

                        6 スペースの心理  一

 5 力感・動感・量感の心理           基調の感覚

   視点と視線                基一調と強調のかかわり

   心理的力感    ＜間のllかた
   動きのセンス                    プロポーションの感覚

   マッスのセンス               場一スペースの心理

                          原理のまとめ一構成感覚
                                V

                        I 基礎

 4 リズムとバランス             1 かたちの心理

1言111理  111二㍍
  イメージつ’くリ                 かたちの恒常視

                          カ＝たちのイメージ

3相称と非相称      。構成のセンス
  類似と対立 （                         造形現象のみかた
  シンメトリーとアシンメトリー
                        ｛まとまりときわだち
  フォーマル・バランスとリズム
                         抽象構成一グルーピングの法員1」
  インフォーマル・バランスと力感
                         トーンの感覚’
  点構成・線構成・面構成

・・一・…一一…一一一一一一一一一一一一一…一一・一一…一一一…一一・…一一一一・一…・
i16）…一一一一一一一一一一一一一・・

一  一  ■  ■  ．  一  一  一  一  一  一  一  ・  一  一  一  一  一  ．  一  一  一  一  一  一  一  ．  ・  ・  ．  ’  一  ．  一  一  ．  一  ．  一  ’  ・  一

一一 @一 一 ． ． ・ …     ． ． ． ． 一 一 ・ ■ ’ ． ・ ・ ， 一 一 一 ■ 一 ． ・ 一 ． ． ・ ・ 一 ・ ■ 一 ・ ‘ 一

  II応用
  ユアート＆グラフィック
    表現の意図

    アートのイメージ分析

、㌶ニニ㌶鷲ロダクトヘ

    かたちとその構成      ノ

   モダン・スカルプチュアのイメージ
    クラフト＆プログクトヘの応用一

）  3 ファッション＆テキスタイル

    ファッション・センス

    ファッション・イメージ・スケール

・桑荻込
    ディスプレイにみる構成

    インテリアにみる構成

      ）

        （
  5 アーバン＆ランドスケープ
    ＾場”の感覚

慧緊111

    自然からの発想

   伝統からの発想

I  ‘  一  ・  I  －  1  ■  ・  一  …        ．  一  一  一  ■  一  ■  一  I  ・  ’  一  ’  一  一  一  一  ・  …        一  ‘  ’  ．  一  ’  ’  一
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一一一一一 ﾛ山圭二郎  「文化のフェティシズム」一
       3．〈現前の記号学〉の解体

・篶∴
共同主観性 ／
  動きつつあるゲシュタルト

㌻∴
文化の位相一コ又モスとノモスー＿

1残生二
「今、 ここ」での人問

胡蝶の夢 序にかえて

4．フェティシズムは超えられるか
  言葉と文化の相同性と物象化

  言売むということ

  反記号的実践

1．本物と偽物

  崎形化した現代文化

  フェティシズムとは何か

  4つのイドラ

  科学という名の物神

一一
i36）一

松岡正剛 「情報と文化」一一

。．文化のゲヘ

1・人1・包で ENCULTURATION

利■1三養荷の行険 GENE＆MEME
ノイズと怪物S工MULATION／

り用の同 METAPHORISM

                      1

写．経済の神話

1 技術のバレリーナ THRESHOLD

  コンピュータと遊芸人 NETWORKERS

  自律する組織 CATALLACTICS

情報の森

謎のソフトウェア HQMEOSTASIS

ふたつの裁将一束 INFRASTRUCTURE

通信の王様 INFORMMUN五CATION

竜一戸の資一本主義 ON・］）EMAND MEDIA

5． 多様性・同時性・選択性

黒板の中の情搬，諭 MODULATION

適応と病院 REQU正SITE VARIETY

加速する機械群 SYNCHRONICITY

黙って遊んでいる CANALIZATI（）N

）
2．システムの歩行

  パーティーと小鳥 CYBERNNETICS

  情報は生きている IMAGE PROCESSOR
カオスの記憶・・・・・…1・・／

  見えない指揮I者 ENTRAINMENT

  声のある記号 CODE BREAKER

（34）一一・一一一一・一一一一一一一一…一
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一一一 r上嘉彦「記号論への招待」一一一…一一・

3．創る意味と創られる意味
    一意1次作川をめく’’って一一

＜一驚瀞：ll 〉
   rテク■スト」とく話す寺三体〉

4．記号論の拡がり

＝2伝えるコミュニケーションと

   読みとるコミュニケーション

「一文年の1榊ために一1

－1山の・美的機能・から芸111舳諭・■詩学へ1

文化淵一向けて／づ

㌧ノ

・一…………一一一一
i1）一一一一一一

一一一一 ?ｺ雄二郎「記号・論理・メタファー」

6．メタファーの構造と論理

1えが1 @ ＼（㍗メタフリ
   ディスクールとしてのメタファー

   新1一己ノ

7．虚構．と真

   虚構の言語分析

   虚構の構造

   虚構の’言語使用

   「真」の現象学

8．テクスト・文体・意味

   椴あるいは規模としてのテクスト
〈

        一質あるいは実践としてのテクスト

テクストと作I…I11

文体概念と意味

、思考・意味と言語衣裳襯

1．記号・論理・メタファー

5 ．日常言語の論理構造

はじめに

  自然言語の組織的記述

  意味の複合性原湖

4．事実と論理

   事実の記述

   数学的および物用的理想化

   妻1省…と不可向旨1吐界

お

…練練㍍■
経験主義的ロゴス二言語諭の原型

機箭■1的実在＝言語への照射

〈4つの．ヒ要な比倫〉

膿楡一換1楡の一元論かhの11II発

わ1）に一歴史とメタファー」

  3．数と論理0…無限の鰍■

     111111ノ
     パラドックスの克川是

・、、 新たな逆説

2．記号と意味
   記号の一意味への閉い
            ＼
    シニフィアンとシニフィエ

   地1』｛赦，藍1味と寸言。』ミ対象

  記号と信幸辰

   ．就床諭㈹怖棚

  言己号と一階幸段

   一続1味n勺情榊

   梢報の第1義性

   惜榊的1剰係

   情搬・状1兄・一甑味

…（25）…一

10．言令言正と言党千号

  はじめに

    パルメニデスの諭理向勺存在論とゼノンの反．論術

続続㌻∴＼
    レートりケーに対するプラトンの｛比判

    イソクラテスのレートリケーをl11心とする教裁

    プコラトンのディアレクティケー

    アリストテレスによる総そ’I再

11．説明・記述・理解

    ■1見明の工■里諭

    売見町1と｛■胆何年
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パーソンズ 「社会システムの構造と変化」一一

73

4．4つの機能的パラダイム

災ボ）
 斜めの軸（2） 口標達成と型の維持

5・型の変数の形成と発展

 型の変数の形成

 「無限定性一限定性」と「情緒性一一情緒中．白1性」

 「普遍性一特殊性」と「資質一遂行」

 第4組（適応）の維論

 型の変数の一認識論的意味

シンボリック・メテ“イアの相互交換
メディアの相、η1交換

交換の理論

貨幣と価償一委、…〔

権力と影響力

知能

）3一パーソナリティ・システムと文化
 パーソナリティ・システムとフロイト

  イド（フロイト）とカリスマ（ウェ■バー）

  l1的とテレオノミー

  文化システムの制度化

行為システムと社会システム

7、行為システムの変化過程
  過不呈と’変イビ

  制御可能な変化

 生物の進化

 逸脱の方向と適応

 進イビ向勺変イビの過榊

 伽舳の；制度化と宗教故1竿＝

）
2．社会システム

  手1＝会システムの基礎概念

 構造一機能i…義とシステム．論

  システムのレベルとバイアラーキー

 維済と社会

行為システムと人間の条性

行為システムと環境

利二会ノステム

く構造1蝦素と役割

 4つの機能r1勺パラダイム

サイ八千ティノクな1缶，」御］

 人間の条仲

・（30）一一

一金子郁容「ネットワーキングヘの招待」一一

〈く学◆

〉
3．中小企業ネットワーキング

 鳴り渡る優しき鐘の音

 ネェ・ソトワークの共有レベル

 競争と協調のバランス

 ネリトワークの経済原湖

 表現としての経済

1ネットワークとは何か
 ネットワーキングに託すもの

 1人1人からの丹II発

 魔法の杖の1振リ

 ネットワークの2つのタイプ

5．メディアとしてのコンテクスト

 意味伝達のメディア

 場とコノテクスト

 スーパーメテノアを長めて

2。生活情報ネットワーキング

 社会情報化のとらえ方
＜ 身近な情報

 想、いを込めた1坪

野に出るマーケターたち

企業にとっての情紙

一（13）・一
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、、一一一一…一一一一一一一一一一一…一一一一・一一一一一一・一・一…・一 R口節郎 「社会と意味」一一一…一＿＿＿＿一＿一一。

〈4．解釈的パラダイムから解釈学的

lll11箏11〉
結び一「解釈学的パラダイム」への脱皮

手。現象学と社会学

1 はじめに

一機㍍算世界■
 く現象学的〉社会学のタイポロジー
エスノメソドロジーのテーマ1

エスノメソドロジーの基本的視座（1）

エスノメソドロジーの基本的視座（2）

器機㍗謬」
結び一〈エスノメソドロジー的無関心〉

   が示唆するもの

1．虚偽意識論

 問題の提起

 く創り一割らるれる〉

 ものとしての世界と人間

 物象化

 結びに代えて

2．「狂気」と物象化

＜ 問題の提起
 く疎外〉とく物象化〉

 く狂気〉と物象化

 く正気〉のなかの物象化

間主観性の〈原〉社会学

はじめに

間主観的世界のゼロ点？

言語ゲームと間主観性

「華々の一般定平」

社会の超越論的理論
はじめに

ルーマンのシステム論的社会理論

端緒を見つけることの困難さ

結 び

＼一一・一一……一一一一一一一一一…・……一一・一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一・（39）一一・一…

・・梛ﾉ純一 「日本の政治」＿

II．秩序の構図

3．秩序の思想

   意味とコスモス

   集合f本コスモス

   相即コスモス・

III．権力の運用

5．親心の政治

  親心の構造

  親心の政治過程

6．正論の政治

  正論の構造

  正論の政治過程

2．政治関与

  政治の知識

  政治の心理

・1 政治の制度

制度のモデル

議会政治

体制の運用

7、権勢の政治

  権勢の構造

  権勢の政治過程

・（14）・・一
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6一ノイズによる新秋序

．諸 諦概念

 ノイズによる秩序の原理

 可能な極

ジャック・アタリ 「情報とエネルギーの人間学」・・

I互．未来の構成

5．内展開型非成一長

 1勺展開期生産のシェーマ

 エネルギー一悩餓の』うユつのビエラルキニ

 フロー一スト・ソクのもう1つのヒエラルキー

4．新秋序の仰山≡

 外展1料理生産
（

 外展開の■…吝界一1ミ栄一一外展1斜過程、による環境の

        劣化〔減衰〕の一般化

舳舳システムにむけてノ

＜     。人間の再評価     相互交通労働

     情報奴

     労働と相互交通社会

     完全雇用と労働者の質

      V

1．新しいさまよい

 危  機

 2つの経済1比界

 学説の終焉

理論的視野・の拡大

仰11≡と解放の圭。いI〔一一一・一ヤ］ブかエサウか

玉．不可逆性と不連続性

1繋∴

1∵概念 ^
 エネルギー精報の対

  ’（19）一…一’

劇場社会から梢亙交通社会へ

1o．平等主義的多様性

 入手の不平等

 シンボリックな再分配

 多次元的な不平等から棚亙交通約な多様憧へ

k！…
）    ツ別識＼
ビ紙デ

13一反一組織化をつうじての自己一再一組織化

鴛算篁幾もノ／

一一一…一・ ｴ水博・餌取章男

4．

「生命に情報を読む」一一

3．生命のダイナミックスを追求して

＝生命をダイナミカルに捉える

一物理学からのアブーローチ

  複雑な生命システムを有効に詑述する

  ｝…観のi世界を開拓する

       〈
ホロニックコンピューターをつくる

兼1孟；l1二〉

ホロニ・ソクコンピューターのハードウエイア

       V

1．生命における情報

  信号と情報を分けるもの

  生命の発展と秩序形成

  生物における情報の創造

5．ソフトサイエンスを提唱する

  意味と価値を含む信幸段貝里．諭

  無意識の・l11二界からあらわれる発想

  東洋思想とソフトサイエンス

2、．情報をつくりだすバイオホロン
                ＼
  生命システムのユニ・ソトプロセッサー
                 ＼
  ホロニ■ソクコンピューターとその｛動き

1練㌫ケストラ．のホロンノ

牛命現象をめぐる情報的視’．気の現状

情報のエネルギー効率

…一…一一一’一 i18）・一一………一一一

情報とソフトテクノロジー
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一中村雄二郎 「哲学の現在」一…一一＿一

4、さまざ

＜1線1蹴
神話と魔術の領分

3．自己とその基盤をなすもの

意識と主体の自覚

身体の在り様と働き

関係性・場所・役割

．哲学の現在

生きること考えること’

知識と知恵の分裂

ことばの相のもとに

5．共同社会と歴史

目にみえる制度とみえない制度

；練工業」

2・感覚と想像の働き

感覚と知覚が開示するもの

見る・聞く・触る

イメージと想像力

一（26）一一 ・・一

＿一一一一 ｱ広松 渉一 「新哲学入門」・一…一一一・一…一一一・一一…一・…一一一一…’’一’一一一一．’、．、

III．実践するとは

  どういうことか

4、事象と因果法則 5．実在の成立条件

6．行為の存立構造

n．存在するとは
  どういうことが

I．認識するとは

 どういうことか

7．実践と価値評価

3．現相の存立構造
O．一意識の存立構造

2．真理の成立条件 11判断と態度決定 8．正義の成立条件

・（33）・一 一一一一一一一
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／・一一一一一一…一一一一一一一一一一………一一一……一一今道友信  「東西の哲学」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一・一一一一一’一．、

1               5．倫理の方位

14・宗教と超越、       ・倫理学・の名砕について       6．芸術の理念

11㍍1∵繁；1∴（簑㌦
1携え平籠ノ 会簑る責！  苦楽音ついて
1存在の類比と痛みの類比 ㌫鷺と自然への随順   ｝

1     緒論比較研究への誘導 。、認識の構造
13・論理の性格   11鵜蝋理由第、のタイフ 詣鵜断の対立

1㌫為  燃怜終1／∵幾幾：1と嚇
1簑二‡ザ峨機111㌶臥満む幟ぺ
1   1授㌣立性

1鴬機一票秤1∴一一り…
11機！㌘呈景ズ洲蛾驚1然㌃
ミ酬ヒ  榊題 ／ ・嚇
1      実践的三段論法の逆転について
；                 形の哲学の敗退

＼、          。     過去への反立と想像力
＼一一一一一一一…一一一一……一一、…一…一…一一一一一一一一一一…一一一一

i4）一一……・一一一一一…一一一…………一一…一一一一一一一一一一一一＿一一ノノ

／！■……’…一…一…一一…………一一一松長文慶「密教・コスモスとマンダラ」一…

                        〈
                       宇宙と人間                   く
                       真理の人格化

                       大日如来

     3．真理の表現
       曼茶羅          1・密教のおいたち

       密教の儀礼

1      。、行と体験
1       論伽の行
＝                        体験の相承

㌧．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．（。。）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ノ
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